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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

陶芸 古屋正己さん
（室木）

竹松孝子さん
（直方市）手編み

チルト模様のチュ
ニックを編みました。
肩より編み下り方眼
編みでウエストの位
置より身頃と別模様
で少し広がり、袖と
裾は同じ編み方をし
ました。袖付けが難
しかったです。

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め

ざ
す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍
手

町
人
権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や

自
学
学
習
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
随
時

入
会
・
見
学
可
能
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み
は
こ
れ
ら
の
日

以
外
に
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
鞍
手
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
、午
後

５
時
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣
保
館

●
八
尋
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ

ろ
＝
八
尋
集
会
所

●
鞍
手
人
権
中
学
生
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜

日
、午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
八
尋
集
会
所

●
対
象
者　

町
内
の
小
・
中
学
生

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
（
中
央
公
民
館

内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会
の
お
知
ら
せ

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
と
教
育
委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く
ら
て
２
０
１
４
を
開

催
し
ま
す
。
今
年
も
子
ど
も
の
実
行
委
員
が
ユ
ニ
ー
ク

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
と
き　

８
月
31
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

２
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

体
力
測
定
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、読
み

聞
か
せ
、カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
か
き
氷
・
ク
ッ
キ
ー
販

売
、ま
と
当
て
、ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、お
ば
け
屋
敷
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
ま
で

ボケ防止のために陶芸サークルに入門し、手びね
りから最近ろくろに挑戦しています。思うようにい
かず悪戦苦闘していますが、楽しい時間帯です。

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く
ら
て

２
０
１
４
に
行
こ
う

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

求
む
。
力
作
。
自
信
作
。

鞍
手
美
術
展
の
出
品
作
品
を

募
集
し
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
56
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍

手
美
術
協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出
品
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

10
月
17
日（
金
）か
ら
19
日（
日
）ま
で

●
開
催
場
所　

町
立
体
育
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
部（
高
校
生
を
含
む
）＝
絵
画
、書
道
、

写
真
、服
飾
工
芸
、彫
刻
工
芸
、陶
芸
、生
花
▽
小
中
学
生
の
作

品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋
画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ
る

▽
書
道
＝
本
表
装
ま
た
は
仮
巻（
裏
打
ち
）を
す
る
▽
写
真

＝
四
つ
切
り
大
以
上
を
台
紙
に
は
る
か
額
縁
に
入
れ
る

●
出
品
料　

一
部
門
に
つ
き
一
千
円

●
申
し
込
み　

９
月
１
日
（
月
）
か
ら
９
月
22
日
（
月
）
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ

●
問
い
合
わ
せ　

開
催
要
項
や
、出
品
票
は
９
月
１
日（
月
）か

ら
中
央
公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
美
術

協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
だ
ま
の
会
」で
は
、第
15
回
朗
読
発
表

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品

を
朗
読
し
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
て
ど
う
ぞ
。

●
と
き　

９
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

星
新
一
の
『
未
来
い
そ
っ
ぷ
』
よ
り
「
あ

る
商
品
」、
吉
野
せ
い
の
「
洟は
な

を
た
ら
し
た
神
」
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子
☎
４
２
局
７
８
７
５
番
ま
で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての100字以内の感想もお願
いします。役場政策推進課☎４２
局２１１１番まで、ご連絡くださ
い。

広報
ぎゃらりー

表装
絹本に描いた「椿」
を掛軸にしました。
表装教室に参加して
初めての作品です。
教室では先生や先輩
に基本から丁寧に指
導していただいてい
ます。

俳句 竹松正則さん
（唐ヶ崎）

週一回健康登山で、
御山を散歩していま
す。急いで往復一時
間半。山頂よりの景
色は抜群です。途中
急坂の立林にて初秋
の頃、桐の葉が舞い
落ちます。鞍手町も
発足して既に五十九
年過ぎました。炭坑
閉山より半世紀過ぎ、
今昔の感にひたって
います。

桐
一
葉
　
鞍
手
の
町
の
　
今
昔

髙須賀秀高さん
（飯塚市）

次
回
は
、
山
本
通
昭
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

Relay Essay

私
の
手
元
に
平
成
24
年
鞍
手
町
自
治

公
民
館
連
絡
協
議
会
か
ら
の
表
彰
状
が

あ
る
。
現
役
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
約
10

年
間
、
城
ヶ
崎
区
の
館
長
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
活
動
の
賜
物
と
思
う
。
も

ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
関
係
者
を
始
め
区

民
一
人
ひ
と
り
の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
感
謝
し
て
い

る
。現

在
15
の
サ
ー
ク
ル
と
そ
の
他
、区
か

ら
外
へ
反
対
に
外
か
ら
我
が
区
へ
の
参

加
交
流
も
あ
り
、
正
に
「
朋
あ
り
遠
方

よ
り
来
た
る
」
と
思
う
。
さ
ら
に
老
人

ホ
ー
ム
の
慰
問
、
開
発
途
上
国
へ
の
教

育
支
援
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
発
展
し

て
い
る
。

ニ
ー
が
言
っ
た
、「
い
っ
し
ょ
に
す
ば
ら

し
い
人
生
を
過
ご
そ
う
」
と
…
。

最
後
に
我
ら
の
公
民
館
の
宣
伝
を
す

る
と
、
高
台
に
立
地
し
眺
望
も
よ
く
、
一

番
美
し
い
季
節
は
春
満
開
の
桜
で
花
見

を
し
た
り
、
紅
白
の
ツ
ツ
ジ
が
方
面
一

杯
に
咲
い
て
、
見
事
と
言
う
ほ
か
は
な

い
！

鞍
手
町
に
は
46
の
自
治
公
民
館
が
あ

る
が
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
影
響
で

前
途
多
難
と
思
う
。
し
か
し
こ
の
時
に

横
の
連
係
で
助
け
合
い
、
情
報
交
換
す

れ
ば
広
く
住
民
が
「
顔
見
知
り
」
と
な

り
、
勇
気
と
元
気
が
湧
き
、
共
に
互
い

の
絆
が
生
ま
れ
て
来
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
最
近
、私
の
親
友
や
母
も
黄
泉

の
客
と
な
っ
た
。
色
々
な
思
い
出
が
あ

ふ
れ
意
気
消
沈
し
た
が
今
は
違
う
。
胸

中
に
彼
ら
は
生
き
生
き
と
有
り
、
こ
れ

が
力
と
な
っ
て
い
る
。
人
生
の
宝
は
人

と
人
と
の
繋
が
り
で
あ
り
、
一
期
一
会

の
思
い
が
一
層
深
く
な
っ
た
。
最
近
い

い
言
葉
を
聞
い
た
。
あ
の
有
名
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
正
憲
さ
ん
（
城
ヶ
崎
・
71
歳
）

VOL
185

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
青
柳
豊
子
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

町
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
販
サ
イ
ト
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」（
く
ら

て
エ
ス
ジ
ー
）
を
開
設
し
、
鞍
手
町
の
特
産
品
な
ど
を
全
国
に
向
け
て
広
く
販
売
し
て

い
ま
す
。「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」
で
は
、
８
月
５
日
（
火
）
か
ら
期
間
・
数
量
限
定
で
、

「
鞍
手
ぶ
ど
う
」
の
販
売
を
始
め
ま
す
。
Ｊ
Ａ
直
鞍
ブ
ド
ウ
品
評
会
で
金
賞
を
取
っ
た
こ

と
が
あ
る
も
の
を
始
め
上
位
入
賞
実
績
の
あ
る
、
鞍
手
町
の
ぶ
ど
う
農
家
に
よ
る
、
大

粒
で
大
房
の
甘
く
て
お
い
し
い
「
鞍
手
ぶ
ど
う
」
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
で
宅
配
も
で
き
ま
す
の
で
、
遠
方
に
住
む
大
切
な
人
へ
の
お
中
元
や
贈
り

物
に
も
最
適
で
す
。
詳
し
く
は
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
店
を
希
望
す
る
人
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
出
店
要
件
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
う
え
、
必
要
書
類
を
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.kurate.japan.sg.jp 

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
振
興
課
☎
４
２
局
２
１
１
１
番
ま
で

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
で
数
量
限
定
販
売
! !

「
鞍
手
ぶ
ど
う
」の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
ま
す

●
役
場
地
域
振
興
課

　
楽
し
い
と今日

も
笑
顔
で

趣
味
の
輪
が
　

鞍手 sg 検索


